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全
校
で
感
謝
の
応
援

                     

                     

かけがえのない日々

                     

                     

                     

                     

［１］ 西藤山台小閉校記念式典特別号 ��年（平成�年）３月５日（土曜日）

「ありがとう　西藤小」を全校児童で披露＝いずれも春日井市西藤山台小学校で

バトン部と音楽部がステージ

上
林
遥
香
さ
ん
が
別
れ
の
あ
い
さ
つ

昔の写真とともにこれまで
のあゆみを振り返る場面も

岡田尚之校長

　
西
藤
山
台
小
学
校
は
開
校
以

来
、
二
千
八
百
人
の
卒
業
生
を
輩

出
し
て
き
ま
し
た
。

十
周
年
に
は
、
緑
の
少
な
い
校

庭
に
木
を

育
て
よ
う

と
「
西
藤

の
森
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。
築
山
に
は
ウ
バ

メ
ガ
ス
シ
、
ク
ス
、
ク
リ
な
ど
約

六
十
本
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

樹
木
は
年
輪
を
重
ね
、
子
ど
も

た
ち
の
一
番
人
気
の
遊
び
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
ま

で
、
受
け
継
が
れ
た
一
つ
ひ
と
つ

の
行
事
を
最
後
ま
で
見
守
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

本
校
に
赴
任
し
明
る
く
元
気
い

っ
ぱ
い
の
西
藤
っ
子
と
過
ご
し

た
、
か
け
が
え
の
な
い
二
年
間
で

し
た
。
今
後
は
、
新
た
な
環
境

で
、
夢
と
希
望
を
持
ち
、
前
向
き

に
進
ん
で
い
く
子
ど
も
た
ち
を
、

心
か
ら
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　パソコン、プリンターなど

を搭載した中日新聞の新聞製

作・広報車。��年８月にデ

ビューし、中部９県の地域の

イベントやＮＩＥ（教育に新

聞を）活動、市長選などで特別号外を発行してい

る。出動は�年�月末までに４６０回を突破した。

校歌を斉唱

児童代表が校旗を返納

　
創
立
四
十
三
年
の
春
日
井
市
西
藤
山
台
小
学
校
で
五
日
、
閉
校

式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。
児
童
や
先
生
、
地
域
の
人
た
ち
約
七
百

人
が
出
席
し
、
慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

西
藤
山
台
小
は
一
九
七
三
（
昭

和
四
十
八
）
年
に
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
内
に
開
校
。
九
二
年
に
は

校
内
に
「
西
藤
の
森
」
が
整
備
さ

れ
、
児
童
た
ち
は
自
然
と
触
れ
合

い
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
っ
て
き

ま
し
た
。
児
童
数
は
八
六
年
度
に

六
百
四
十
五
人
ま
で
増
え
ま
し
た

が
、
児
童
数
は
そ
の
後
減
少
し
、

一
五
年
度
は
二
百
四
人
に
。
来
年

度
か
ら
は
藤
山
台
小
学
校
に
統
合

さ
れ
ま
す
。

式
典
で
は
、
児
童
会
が
昔
の
写

真
な
ど
を
投
影
し
な
が
ら
こ
れ
ま

で
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
後
期
児
童
会
長
の
上
林
遥
香

さ
ん
は
「
西
藤
小
で
学
ん
だ
こ
と

を
大
切
に
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
を

見
守
り
、
支
え
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
各
学
年
の

児
童
代
表
が
校
旗
を
春
日
井
市
の

伊
藤
太
市
長
に
返
納
し
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
在
校
生
に
よ
る
発

表
会
を
開
催
。
バ
ト
ン
部
と
音
楽

部
は
「
ア
フ
リ
カ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
」
「銀
河
鉄
道
９
９
９
」
の
曲
に

合
わ
せ
て
演
奏
や
演
技
を
披
露
し

ま
し
た
。

全
校
児
童
が
ひ
な
壇
に
上
が

り
、
今
年
度
の
運
動
会
で
披
露
し

た
応
援
を
閉
校
式
バ
ー
ジ
ョ
ン
で

繰
り
広
げ
、
学
校
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
表
現
し
ま
し
た
。



                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　学校の出来事 児童数

昭和４８年度 開校式、校旗樹立式、プール開設式 ３６３

　　４９年度 校歌制定、西藤橋完成渡り初め、プール横花壇作り、植樹１８０本 ４５０

　　５０年度 校庭緑化（かし２０本）、芝生植え、正門昇降口付近環境整備 ４９７

　　５１年度 校庭フェンス工事、県総合防災訓練、植樹（いちょう・メタセコイヤ）、修学旅行（京都・奈良） ５３２

　　５２年度 岩西小開校７３名転出、体育館竣工、高鉄棒設置、植樹（きんもくせい２２本） ４９２

　　５３年度 体力向上遊具の設置（雲梯、ジャンプ台、平行棒、腹筋台）春日井まつりパレード初参加 ５３１

　　５４年度 特別支援学級開設、ブロック別球技大会サッカー優勝 ５９３

　　５５年度 藤棚設置、植樹（けやき２４本）校舎南 ６１１

　　５６年度 県警ヘリコプター「あかつき号」による交通安全教室開催 ５８８

　　５７年度 １０周年記念運動会、「記念の森」（西藤の森完成）５年野外学習（少年自然の家）、校舎増築 ６１７

　　５８年度 西藤気象台（百葉箱等）完成、体育館木彫校歌額完成 ６３５

　　５９年度 学習田田植え、児童会主催餅つき大会、交通安全パレード ６４０

　　６０年度 ブロック別球技大会バスケット優勝 ６４０

　　６１年度 日曜授業参観（親子製作）、昇降口・足洗い場補修工事 ６４５

　　６２年度 廊下Ｐタイル貼り替え完了 ６２４

　　６３年度 豊かな心を育てる推進授業（県指定）、「スカイアートフェスティバル」入賞 ６１９

平成　元年度 背面黒板貼り替え、体育館床塗装完了 ５６７

　　　２年度 台風１９号による植樹の被害 ５６２

　　　３年度 異年齢集団による「七夕会」「西藤文化祭」「たこあげ大会」 ５３６

　　　４年度 飼育舎移転完了、２０周年記念運動会、「西藤の森」整備、一輪車・竹馬購入 ５１２

　　　５年度 飼育舎サークルフェンス設置、愛知県警察本部長交通安全表彰 ４８４

　　　６年度 校長室・保健室部屋替え工事、音楽室グランドピアノ設置 ４４７

　　　７年度 観察池浄化装置設置、体育館外壁渡り塗装工事 ４１７

　　　８年度 市思春期教育講演会、プール濾過機改修工事 ４１７

　　　９年度 保健室エアコン設置、プール修理・塗装、学級園整備 ４１７

　　１０年度 １年生トイレ洋式化、普通教室黒板貼り替え ３５４

　　１１年度 コンピュータ室新設、生ゴミ処理機設置 ３３０

　　１２年度 ＡＬＴ訪問、インターネット工事完了 ３１６

　　１３年度 体育館床全面改修工事、安全マップ作り ３１２

　　１４年度 中庭校訓石碑設置、３０周年記念運動会、演台・花台用掛布購入 ３０７

　　１５年度 １階トイレ工事、１年生黒板修理 ３０５

　　１６年度 面白いで「書」（書家　原田凍谷先生）中京テレビ取材 ３０１

　　１７年度 普通教室扇風機設置、愛・地球博（愛知万博）見学、昇降口支柱カバー設置 ２９３

　　１８年度 名フィルカルテット演奏、卒業記念制作体育器具庫壁画 ２７９

　　１９年度 書写授業ＮＨＫ取材 ２８８

　　２０年度 藤中ブロック４校合同ＰＴＡ研究発表 ２８８

　　２１年度 小中学校の適正規模等に関する基本方針策定 ２９１

　　２２年度 藤山台中学校区学校規模適正化地域協議会を設置 ２８５

　　２３年度 藤山台中学校区のよりよい教育環境の実現に向けた小学校統合の説明会開催 ２７４

　　２４年度 開校４０周年記念運動会 ２７７

　　２５年度 赤十字防災学習教室、作品展（体育館） ２４１

　　２６年度 シェフの課外授業　 ２２１

　　２７年度 航空写真撮影、閉校記念名フィルコンサート、閉校式 ２０４

［２］西藤山台小閉校記念式典特別号��年（平成�年）３月５日（土曜日）

昭和４８年度　開校当時の校舎と周辺

１
年
生

３
年
生

２
年
生

４
年
生

５
年
生

６
年
生

平成４年度　西藤の森整備

平
成
�
年
度
　
校
庭
に
「
あ
り
が

と
う
　
に
し
ふ
じ
」
の
人
文
字

　
開
校
以
来
、
四
十
三
年
。
地

域
と
共
に
歩
み
、
愛
さ
れ
た
学

校
で
し
た
。
西
藤
っ
子
の
皆
さ

ん
は
、
こ
こ
で
育
ん
で
き
た
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
四
月
か
ら
は

藤
山
台
小
学
校
で
新
た
な
歴
史

を
築
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

西
藤
小
の
校
歌
の
歌
詞
か
ら

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

夢
は
大
き
く
　
ひ
ろ
が
る
よ

が
ん
ば
る
心
　
大
切
に
　
　

輝
か
し
い
明
日
が
待
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
夢
に
向
か

っ
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
い
。


